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2と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

  

 

～第 2回ボランティアバス～被災地に希望の花を被災地に希望の花を被災地に希望の花を被災地に希望の花を被災地に希望の花を

　町では、東日本大震災の被災地支援のため、昨年 11 月に引き続き、5月 30 日から 6月 3日にかけて、2度目の

ボランティアバスを運行しました。一般公募で集まった 18 歳から 70 歳までの計 21 人が参加し、岩手県陸前高田

市で 3日間のボランティア活動に励みました。

〈未だ残る、生々しい津波の痕跡〉

　震災から 1 年以上が経過した今も、津波の爪痕は癒えていません。

すべてが津波で流され、延々と広がる更地の中に、庁舎、消防署やホ

テルなど、非木造の建物が未だ被災直後の生々しい姿のまま残ってい

ました。また、市内数か所にはガレキがうず高く積まれ、分別をしな

がらの懸命なガレキ処理が行われています。

　このような光景を目の当たりにして、復興には相当な年月がかかる

と、改めて実感しました。

〈悲しみの場所を、希望の花畑に〉

　「亡くなった兄のために、実家のあった場所を花畑にしたい」

　それが、今回の依頼でした。米崎町にある、広田湾に面した波

穏やかな小高い土地。あの日、津波はここまで押し寄せ、依頼者

の兄の実家を呑み込んだそうです。

　ほとんどの参加者が畑仕事は初めてということで、慣れない作

業に手間取りながらも、依頼者の思いに応えるため、懸命に頑張

りました。まずは田畑のガレキを撤去して、耕します。粘土質の

土壌に苦労しながら、何とかうねを作り上げました。そして、い

よいよ種まきです。ヒマワリとマリーゴールドの種を植え、近く

の小川から運んできた水をたっぷりやりました。夏には満開の花

畑が、復興に向けて頑張る人たちの希望になれば、との願いをこ

めて、全員元気に 3日間の活動を終えました。

〈現地のみなさんとの交流〉

　6 月 1 日の活動終了後、以前こいのぼ

りを送らせていただいた、竹駒保育園を

訪問。先生から震災の過酷な状況を聞か

され胸が痛みましたが、子どもたちの元

気いっぱいな姿に安心するとともに、満

面の笑みに元気をもらいました。

　続いて、陸前高田市役所へ。宇多津町

民の皆さんの思いをこめた寄せ書きを携

え、市長と副市長にお会いしました。戸

羽市長からはお礼の言葉とともに「陸前

高田市民は、8 年間の復興計画を立て、

前を向いて復興に取り組んでいますので、

これまでと同様のご支援をお願いします」

とのメッセージをいただきました。

　今回のボランティア活動は、心と心の繋がり、「絆」

を実感した 5日間でした。

　陸前高田市では、6 月から市庁舎の解体が始まり、

本格的な復興に向けて動き出そうとしています。

　夏には、咲き誇る花畑を見て、被災者の気持ちが

少しでも和らぐことを願っています。

ガレキの山

骨組みだけになった建物

延々と続く更地延々と続く更地延々と続く更地

竹駒保育園の園児たちと竹駒保育園の園児たちと

陸前高田市役所にて陸前高田市役所にて

竹駒保育園の園児たちと

陸前高田市役所にて
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守
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は
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守
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守
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「
自
主
防
災
組
織
」
が
防
災
訓
練

　
海
岸
町
で
５
月
27
日
、
津
波
災

害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
あ
り

ま
し
た
。
約
50
人
が
参
加
し
、
宇

多
津
北
小
学
校
か
ら
高
台
に
あ
る

本
妙
寺
境
内
ま
で
、
危
険
個
所
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
に
は
、
坂
下
東
・
坂

下
西
・
向
山
北
の
３
地
区
か
ら
約

80
人
が
参
加
し
、
合
同
の
防
災
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
屋
内
で
は
、
参
加
者
が
地
図
を

囲
み
な
が
ら
、
災
害
時
に
土
砂
災

害
や
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
危
険
個

所
に
マ
ー
ク
し
、
避
難
経
路
な
ど

を
話
し
合
う
こ
と
で
災
害
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
、Ｄ
Ｉ
Ｇ（
図
上
訓

練
）
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
タ
ン
カ
搬
送
訓
練

や
救
急
救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
方
法
と
心
肺
蘇
生
法
の
実
演

が
あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
実

際
に
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
他
の
自
主
防
災
組

織
で
も
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
り
多
く
の
人
が
自
発
的
に

参
加
し
、
訓
練
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
災
害
時
に
自
分
や
身
近
な

人
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
町
危
機
管
理
課（

49
ー

８
０
２
７
）

　
丸
亀
市
で
土
器
川
水
防
演
習

　
町
消
防
団
も
参
加

　
台
風
に
よ
る
洪
水
被
害
を
想
定

し
た
土
器
川
水
防
演
習
が
５
月
20

日
、
丸
亀
市
の
土
器
川
生
物
公
園

前
河
川
敷
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
関
係
機
関
の
水

防
体
制
の
充
実
や
地
域
住
民
の
意

識
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
、

四
国
４
県
持
ち
回
り
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
香
川
県
や
流
域
市
町
、

自
衛
隊
な
ど
40
団
体
か
ら
約
５
０

０
人
が
参
加
。
町
消
防
団
も
土
の

う
作
り
や
土
の
う
を
積
み
、
堤
防

の
越
水
を
防
ぐ
作
業
な
ど
を
実
演

し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
実
際
に
激
し
い
降

雨
や
水
防
工
法
を
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
来
場
者

は
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
防
災
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
注
意
を
！

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
は

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、
発
達
し
た
積

乱
雲
が
原
因
で
、
突
然
に
局
地
的

な
大
雨
が
降
り
ま
す
。
前
兆
と
し

て
、
真
っ
黒
な
雲
で
周
囲
が
急
に

暗
く
な
っ
た
り
、
雷
鳴
が
聞
こ
え

た
り
、
冷
た
い
風
が
吹
い
て
き
た

り
し
ま
す
。

　
で
は
、
近
年
多
発
し
て
い
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　
現
状
で
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
起

こ
る
場
所
や
日
時
を
、
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
短
時
間
で
瞬
く
間
に
増
水
す

る
場
合
、
町
か
ら
の
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
自

分
自
身
で
危
険
レ
ベ
ル
を
判
断
し
、

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

避
難
時
の
注
意
点

　
避
難
す
る
際
に
は
、
必
ず
動
き

や
す
い
服
装
で
運
動
靴
を
履
き
ま

し
ょ
う
。
長
靴
は
厳
禁
で
す
。
道

路
が
冠
水
し
て
い
る
と
、
道
路
と

側
溝
の
区
別
が
つ
か
ず
、
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
が
外
れ
て
い
て
も
気
づ

き
ま
せ
ん
。
水
面
下
に
あ
る
危
険

を
知
る
た
め
、
杖
な
ど
で
安
全
を

確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
、

細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
夜
間
、
降
り
し
き
る

雨
の
中
で
は
、
懐
中
電
灯
の
光
は

あ
ま
り
役
に
立
た
ず
、
視
界
が
悪

い
の
で
危
険
で
す
。
そ
の
場
合
は

外
へ
避
難
す
る
よ
り
も
、
自
宅
の

上
階
へ
移
動
し
た
方
が
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
発
達
し
た
積
乱
雲
は
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
ほ
か
、
落
雷
や
竜
巻
な
ど

も
引
き
起
こ
し
ま
す
。
異
変
を
感

じ
た
ら
、
迅
速
か
つ
的
確
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
意
識
を

高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム

防
災
コ
ラ
ム
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問

問

お問い合わせ

お年寄りが
具合が悪くなり
119番へ電話

救急隊が自宅へ到着
玄関ドアの裏側を確認

冷蔵庫の
シールを発見

冷蔵庫の中にある
キットを取り出す

キットの中身を
確認し情報を
入手する

適切な処置をして
病院へ搬送

災
害
時
等
要
援
護
者
調
査

　
町
で
は
、
民
生
委
員
の
協
力
に

よ
り
、
災
害
発
生
時
に
家
族
等
の

援
助
が
困
難
で
何
ら
か
の
助
け
を

必
要
と
す
る
方
（
災
害
時
要
援
護

者
）
の
名
簿
（
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
）
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
普
段
か
ら
の
見
守
り
と
、

災
害
発
生
時
に
身
近
な
人
の
支
援

が
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
た

め
で
す
。

　
７
月
１
日
以
降
、
担
当
地
区
の

民
生
委
員
が
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
と
75
歳
以
上
の
み
の
世

帯
を
訪
問
し
、
災
害
時
要
援
護
者

の
調
査
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
委
員
と
名
乗
る
悪

質
商
法
等
の
勧
誘
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
災
害
時
要
援
護
者
と
は

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
し
の
方

②
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
方

③
身
体
障
害
（
１
・
２
級
）・
知
的

障
害
（
療
育
手
帳
Ａ
等
）・
精
神
障

害
者
（
１
級
）

④
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上
の

居
宅
で
生
活
す
る
方

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

　
重
要
な
医
療
情
報
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
収
納
し
、
医
療
従
事
者
に
確

実
に
伝
え
る
情
報
キ
ッ
ト
で
す
。

緊
急
事
態
が
起
き
た
場
合
、
当
事

者
に
か
わ
り
医
療
情
報
と
い
う
《
命

の
バ
ト
ン
》
が
医
療
従
事
者
に
渡

さ
れ
、
適
切
な
処
置
が
速
や
か
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の
調
査
時
に
配

布
し
ま
す
。

　
　
町
保
健
福
祉
課（

49
ー

８
０
０
３
）

１
１
９
番
登
録
制
度

　
坂
出
市
消
防
本
部
で
は
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
が
災
害
や
事
故
な

ど
の
発
生
時
に
特
別
の
支
援
を
必

要
と
す
る
場
合
、
そ
の
方
の
個
人

情
報
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

緊
急
時
の
支
援
活
動
や
大
規
模
災

害
時
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
救
援
活

動
を
図
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
対
象
者
は
、
高
齢
者
の
い

る
世
帯
▽
身
体
障
害
者
▽
知
的
障

害
者
▽
精
神
障
害
者
▽
そ
の
他
緊

急
時
に
お
い
て
特
別
の
支
援
を
必

要
と
す
る
者

ー
で
す
。

　
申
請
用
紙
は
坂
出
市
消
防
本
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
坂
出
市
消
防
本
部

（
46
ー

０
１
１
９
）

「
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
」の

協
定
書
を
締
結

　
町
役
場
で
６
月
７
日
、
町
と
医

師
会
な
ど
３
団
体
に
よ
る
「
災
害

時
の
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協

定
書
締
結
式
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
坂
出
市
医
師
会
（
井

上
徹
会
長
）、
綾
歌
郡
歯
科
医
師
会

（
尾
　
俊
夫
会
長
）、
坂
出
市
薬
剤

師
会
（
正
木
浩
二
会
長
）
の
３
団

体
の
会
長
と
谷
川
町
長
が
出
席
。

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
の
医
療

救
護
対
策
の
一
環
と
し
て
、
行
政

と
医
療
従
事
関
係
者
と
の
相
互
協

力
体
制
の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
お
り
、
谷
川
町
長
は
、「
災
害
時

に
医
療
救
護
活
動
は
不
可
欠
で
あ

り
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
関
係
医
療
機
関
と
の

協
定
は
大
き
な
一
歩
で
、
今
ま
で

以
上
に
深
く
協
力
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
協
定
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
協
定
書
の
主
な
内
容
】

　
町
の
地
域
医
療
を
担
う
坂
出
市

医
師
会
、
綾
歌
郡
歯
科
医
師
会
、

坂
出
市
薬
剤
師
会
と
町
が
、
災
害

発
生
時
に
医
療
救
護
活
動
を
円
滑

に
行
う
相
互
の
連
携
・
協
力
に
関

し
て
、
協
定
書
を
締
結
す
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
災
害
時
に
３
医
療

機
関
に
よ
る
医
療
救
護
班
を
編
成
。

医
療
救
護
班
は
災
害
対
策
本
部
と

の
連
絡
調
整
、
医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
等
の
配
置
、
応
急
救
護
所

や
後
方
医
療
機
関
と
の
連
絡
調
整

な
ど
を
行
う
。
平
常
時
か
ら
医
療

救
護
活
動
連
絡
会
を
設
置
し
、
町

と
密
接
な
連
携
強
化
を
図
る
。
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5

KW

時刻

節電をお願いしたい時間帯

0

9:00

電力需要

20:00
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

　
今
夏
、
四
国
電
力
管
内
で
電
力

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
７

月
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
の
間
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
、
電
力
使
用

の
ピ
ー
ク
と
な
る
時
間
（
午
後
１

時
〜
４
時
）
の
節
電
が
重
要
で
す
。

　
町
役
場
庁
舎
で
は
、
エ
ア
コ
ン

使
用
時
間
の
短
縮
▽
事
務
室
電
球

の
一
部
取
り
外
し
▽
ク
ー
ル
ビ
ズ

▽
毎
週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー

▽
こ
ま
め
な
消
灯

ー
な
ど
を
行

い
、
節
電
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
か
月

間
で
、
約
10
％
（
過
去
３
か
年
同

期
の
平
均
値
比
）
の
電
力
使
用
削

減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
庁
舎

以
外
の
公
的
機
関
で
も
、
こ
れ
に

準
じ
て
取
り
組
み
ま
す
。
利
用
者

の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

「
節
電
」
に
ご
協
力
を

「
節
電
」
に
ご
協
力
を

　節電効果
10％
10％
50％

　
2％

　               
　

5％
　
　
　 

　2％
　

2％

　

 ・冷房は室温 28度を心がける (設定温度を 2度上げた場合 )　

 ・すだれやよしずで日差しを和らげる　

 ・無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機の有効活用　　

　

 ・設定を｢強｣から｢中｣に変え、扉を開ける時間をできる　

　だけ減らし、食品を詰め込みすぎないようにする

　

 ・日中の不要な照明の消灯　

 　

　

 ・テレビの主電源を切り、明るさ、音量は控えめに

　（省エネモードに設定し、使用時間を 2/3 に減らした場合）

　

　

 ・使わない機器はコンセントからプラグを抜く

 　( 待機電力カット ) 　

※消費の大きい機器（アイロン・電気ポット・レンジ・食洗機・乾燥機・掃除機など）は、ピー
ク時間帯 (午後 1時～4時 ) の使用を控える

エアコン

冷蔵庫

    

照明

テレビ

コンセント

電力の使われ方 午後 1時～4時の節電が特に重要です！

環境キャラクター
「エコくん」

〔サンプルデータ等より資源エネルギー庁推計〕
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こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 提提出場所 申申し込み 問お問い合わせ 6

＝ ＋

後期高齢者医療制度

平成24年度後期高齢者医療保険料額が決定されます

　保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と被保険者の平成23年中の所得に
応じて決まる「所得割額」の合計額となります。

年 間 保 険 料

（限度額55万円）

均 等 割 額

47 , 2 0 0円

所　得　割　額

基礎控除後の総所得金額等×所得割率8.81％

後期高齢者医療被保険者証の送付

被保険者の方には、7月中旬頃に保険料額決定通知書を送付します。
※保険料の賦課期日は4月1日です。ただし、年度途中に被保険者資格を取得した方の賦
　課期日は、資格取得日となります。
※基礎控除後の総所得金額等とは、総所得金額及び山林所得並びに他の所得と区分して計
　算される所得の合計額から基礎控除（33万円）のみを控除した額です。

1　平成24年4月、6月支給分の年金から保険料が天引き（仮徴収）された方
　（8月支給分の年金からも保険料が天引きとなります。4、6月の保険料額と同額です）
　 年間の保険料額を確定し、確定額から仮徴収された額を差し引いた額をもとに10月、
　 12月、2月支給分の年金から天引きします。

2　1以外の方
　 ①　納付書または口座振替により納付される方（普通徴収）
　 　　年間の保険料額を8期（7月～2月）に分けて納付していただきます。
　 ②　平成24年10月支給分の年金から保険料の天引きが開始される方
　 　　7月から9月までは、納付書または口座振替により保険料を納付していただき、
　 　　10月、12月、2月支給分の年金から残りの保険料が天引きされます。

　香川県後期高齢者医療広域連合では、被保険者証の有効期間を原則、毎年8月1日から7
月31日までの１年間と定めています。現在、被保険者の皆さんがお持ちの被保険者証は、
7月末で有効期限が満了となります。そのため、8月からご使用いただく新たな被保険者
証を被保険者1人に1枚ずつ『特定記録郵便』で7月18日（水）以降『黄色の封筒』でお
届けします。
　被保険者証等に記載されている内容に間違いがないか確認してください。記載内容に相
違がある場合は、お手数ですが、町健康増進課へお申し出ください。
有効期限の切れた被保険者証の返還
　現在お持ちの被保険者証は、8月1日以降使用できませんので、町健康増進課までお返
しください。
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後期高齢者医療　限度額適用・標準負担額減額認定証

国民健康保険　限度額適用・標準負担額減額認定証

　平成24年度の住民税が非課税世帯の方は、申請により8月1日以降適用の「限度額適用
・標準負担額減額認定証」が交付されます。（平成23年度「限度額適用・標準負担額減
額認定証」をお持ちの方は、申請は必要ありません。※下記参照）
　この認定証は、医療機関等の窓口に提示することにより、窓口での一部負担金や入院の
際の食事代が減額されます。
○対象者
区分Ⅱ：被保険者が属する世帯員全員が住民税非課税で、区分 Ⅰ 該当者以外
区分Ⅰ：被保険者が属する世帯員全員が住民税非課税で、世帯員全員の各所得金額（年金
所得は控除額を80万円として計算）が0円である方

※申請月から過去1年以内で、区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定を受けていた期
間の入院日数
○手続きに必要なもの
　・被保険者証　・印鑑
　・本人または世帯員が平成24年1月1日時点で宇多津町に在住していない場合、その方
　　の平成24年度の非課税証明書（平成24年度住民税・課税所得証明書）
　　　　町健康増進課（49-8001）
　　　　香川県後期高齢者医療広域連合事務局（087-811-1866）

　
　「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示
すると、受診時に窓口での支払いが自己負担限度額までになります。限度額は所得区分に
よって異なり、適用は個人単位で医療機関ごとになります。限度額適用認定証が必要な方
は事前に申請をしてください。
　なお、限度額適用認定証をお持ちの方も8月1日から、新しい認定証が必要になります。
7月17日（火）以降に更新の申請をしてください。ただし、国民健康保険税を滞納してい
る方には認定証の交付はできません。
※申請時に必要なもの
・国民健康保険被保険者証　・印鑑　・認定証（現在お持ちの方）
・住民税非課税世帯で、過去1年の入院日数が90日を超えるときは、入院日数を確認でき
　る書類（領収書など）
　　　　町健康増進課（49-8001）

区分 食事代（1食あたり） 1か月の自己負担限度額 

 44,400 円 260 円 般一
過去1年の合計入院日数が
90日※以内の場合 210 円 区分Ⅱ 

過去１年の合計入院日数が
90日※を超える場合 160 円 

24,600 円 

 15,000 円 100 円 Ⅰ分区
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問

問

と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

追
加
募
集

「
広
報
う
た
づ
」
広
告
掲
載

　
平
成
24
年
８
月
号
か
ら
25
年
３

月
号
ま
で
。
追
加
募
集
は
１
枠
程

度
の
予
定
で
、
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
広
報
う
た
づ
広
告
掲

載
要
領
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
７
月
10
日
（
火
）

　
　
町
総
務
課
（
49
ー

８
０
１
３
）

問 締

７
月
か
ら
受
け
付
け
開
始

住
民
票
写
し
等

「
本
人
通
知
制
度
」

本
人
通
知
制
度
と
は

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
は
法

律
に
よ
り
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
、

第
三
者
と
し
て
統
一
の
請
求
書
を

使
っ
て
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
第
三
者
に
住
民
票
の
写
し

等
を
交
付
し
た
と
き
、
事
前
登
録

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
交
付
し
た
事

実
を
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

目
的

　
司
法
書
士
が
使
う
統
一
の
請
求

書
が
偽
造
さ
れ
、
不
正
に
住
民
票

の
写
し
等
が
交
付
さ
れ
る
事
件
が
、

全
国
で
起
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
事
件
を
受
け
て

委
任
状
の
偽
造
や
不
正
な
身
元
調

査
な
ど
を
早
期
発
見
し
、
人
権
侵

害
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
の
制
度

を
実
施
し
ま
す
。

登
録
で
き
る
人

 

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
（
住
民
基
本
台
帳

か
ら
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

 

・
町
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
（
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た
人
を

含
む
）

登
録
の
手
続
き

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、

本
人
確
認
で
き
る
証
書
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）
を
持
っ

て
、
住
民
生
活
課
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
期
間

　
登
録
期
間
は
３
年
間
で
す
。
引

き
続
き
制
度
を
利
用
す
る
人
は
、

再
申
請
が
必
要
で
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
住
民
票
の
写

し
等
の
種
類

 

・
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
）

 

・
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
（
除
籍

を
含
む
）

 

・
戸
籍
の
附
票
（
除
附
票
を
含
む
）

本
人
通
知
の
内
容

　
住
民
票
の
写
し
等
を
第
三
者
に

交
付
し
た
と
き
に
通
知
す
る
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
交
付
年
月
日

 

・
交
付
し
た
住
民
票
の
写
し
等
の

種
類

 

・
交
付
枚
数

 

・
請
求
者
の
種
別
（
個
人
、
法
人
、

弁
護
士
等
、
代
理
人
）

※

請
求
者
の
氏
名
、
住
所
等
は
、

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

開
示
請
求
で
き
ま
す
が
、
請
求
が

認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
開
示
情

報
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
２
）

国
民
年
金
に
は
障
害
基
礎
年
金

と
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
で
は
、
65
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

が
一
定
要
件
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
障
害
基
礎
年
金
〉

　
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年
金
に
加

入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
が
、
一
定
の
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
遺
族
基
礎
年
金
〉

　
国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

〈
年
金
受
給
の
条
件
〉

　
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
に
は
、
初
診
日
等
（
障

害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、
遺
族

基
礎
年
金
で
は
死
亡
日
・
以
下
同

じ
）
の
前
々
月
ま
で
の
「
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
」
で
、
３
分
の
２
以
上
の
期

間
が
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、

ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
で
あ
る
と
い
う
「
保
険
料
の
納

付
要
件
（
３
分
の
２
要
件
）」
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
期
間
」
は
原
則
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
で
す
。

※

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
、
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間
は
、「
保
険

料
を
納
め
た
期
間
」
と
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
は
、
障
害
基

礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
　
高
松
西
年
金
事
務
所

（
０
８
７
ー

８
２
２
ー

２
８
４
２
）
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種別

入札等結果情報 （5月1日～5月31日執行分） （単位：千円、消費税抜き）

工事（業務）名 執行方法 入札等執行日 落札金額 落札者

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

H24.5.15

H24.5.17

H24.5.24

H24.5.29

業務委託

工事請負

工事請負

業務委託

樋口工業㈲

谷口建材工業㈱

㈱香川設計センター

㈱極東技工コンサルタント
香川事務所13,000

3,650

13,800

1,080

町道鍋谷７号線配水管布設工事

宇多津町公共下水道　管路施設長寿命化基本計画
（維持管理基本計画）策定業務委託

公共下水道
十楽寺新池線地区汚水管布設替工事
町道三本松
大隅線道路改良測量設計業務

７
月
９
日
に
外
国
人
登
録
法
が

廃
止
に
な
り
ま
す

　
外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ
れ
、

外
国
人
住
民
も
「
住
民
基
本
台
帳

法
の
適
用
対
象
」
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
主
な
変
更
点

①
外
国
人
住
民
も
住
民
票
作
成

　
短
期
滞
在
者
な
ど
を
除
き
、
３

か
月
を
超
え
て
在
留
す
る
外
国
人

で
、
住
所
を
有
す
る
人
に
住
民
票

を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

混
合
世
帯
（
日
本
人
と
外
国
人
住

民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
）
で

も
、
世
帯
全
員
が
同
じ
住
民
票
に

記
載
さ
れ
ま
す
。

〔
注
意
〕
外
国
人
登
録
証
明
書
の
在

留
資
格
・
期
間
変
更
が
ま
だ
の
人

は
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
の
替
わ

り
に
「
在
留
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
を
交
付

　
中
長
期
滞
在
者
は
、
入
国
管
理

局
へ
申
請
後
、「
在
留
カ
ー
ド
」
が
、

特
別
永
住
者
は
住
民
生
活
課
へ
申

請
後
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
が
、

お
お
む
ね
平
成
27
年
７
月
ま
で
（
在

留
資
格
期
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
「
外

国
人
登
録
証
明
書
」
は
、
一
定
期

間
「
在
留
カ
ー
ド
」、「
特
別
永
住

者
証
明
書
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

③
町
役
場
や
入
国
管
理
局
へ
の
届

け
出
方
法
が
変
更
さ
れ
、
住
所
に

関
す
る
届
け
出
は
町
役
場
へ

　
日
本
人
と
同
様
に
、
転
出
前
の

町
役
場
に
転
出
を
届
け
出
て
転
出

証
明
書
の
交
付
を
受
け
ま
す
。
そ

の
後
、
転
入
先
の
市
区
町
村
に
転

出
証
明
書
を
提
出
し
、
転
入
の
届

け
出
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
手

続
き
も
、
在
留
カ
ー
ド
か
特
別
永

住
者
証
明
書
（
異
動
者
全
員
分
）

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

在
留
資
格
変
更
な
ど
の
届
け
出
は

入
国
管
理
局
へ

　
在
留
資
格
の
変
更
や
在
留
期
間

の
更
新
な
ど
の
手
続
き
は
、
入
国

管
理
局
で
許
可
を
受
け
た
後
、
町

役
場
に
も
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
が
、
法
施
行
後
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
２
）

　

｢

文
化
財
　
う
た
づ
の
祠｣

発
行

　
近
所
に
あ
る
神
さ
ま
、
仏
さ
ま

の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の
度
、
町
文
化
財
保
護

協
会
は
設
立
20
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
町
内
に
残
る｢

祠
堂｣

の
調

査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
先
祖
が
出
来
事
や
天

災
な
ど
に
対
し
、
願
い
ご
と
や
感

謝
し
た
こ
と
が
形
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。「
用
は
神
な
り
。
無
用

は
神
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

神
仏
と
し
て
残
さ
れ
た
の
は
何
か

し
ら
の
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
神
さ
ま
や
仏
さ
ま
は
我
々
の

要
望
に
応
え
て
姿
を
変
え
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
の
祖
父
母
が
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
お
守
り
し
て
き
た

意
味
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
知

り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、「
祠

堂
」
を
お
守
り
し
て
い
る
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
今
日
ま
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
生
き
た
伝
承
を
協

会
の
会
員
が
採
集
、
記
録
し
ま
し

た
。

　
素
人
が
民
俗
学
的
手
法
で
作
成

し
た
冊
子
に
異
を
唱
え
る
方
も
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
長
く
語
り
継
い

で
き
た
も
の
の
中
に
こ
そ
、
神
仏

の
実
体
が
あ
る
と
自
信
を
持
っ
て

作
成
し
ま
し
た
。

　「
知
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
近
く

に
あ
る
神
さ
ま
、
仏
さ
ま
の
こ
と

を
知
っ
て
、
先
祖
が
残
し
伝
え
て

き
た
も
の
を
私
た
ち
も
後
世
に
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。『
う
た
づ
の
祠
』

は
完
成
資
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
録
を
基
に
、
次
世
代
の
皆

さ
ん
の
手
で
、
よ
り
実
体
に
近
づ

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
奥
村
　
貞
夫
）

※

町
文
化
財
保
護
協
会
は
今
後
、

年
に
数
回
、
調
査
し
た
祠
堂
を
町

広
報
で
紹
介
し
ま
す
。

ほ
こ
ら

町
文
化
財
保
護
協
会
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き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ 10

☆　　　町保健センター　（49-8008）

7 月の定例保健事業の案内

○対象の方には案内が届きます。　○予約不要です。直接保健センターにお越しください。　○予約が必要です。
※育児相談・栄養相談、健康相談は開催時間を示しています。上記の時間内であればいつお越しいただいても結構です。

◇母子◇

◆成人◆

料　金　無料

準備物　運動教室は汗拭きタオル、お茶またはお水を持参、動きやすい服装で。

　　　　メタボ予防運動教室は室内用シューズ。

☆今月の いきいき栄養教室 は お休み です。

事業名

ゆったりつどいコース

すこやか栄養コース

すくすく赤ちゃんのつどい

3か月児健診

離乳食講習会

1歳おめでとう相談

1歳 6か月児健診

3歳 6か月児健診

育児相談・栄養相談

こども相談

ことばの相談

対象者

妊婦及びその家族

平成 24年 4・5月生

平成 24年 3月生

平成 24年 2月生

平成 23年 7月生

平成 22年 10月 30日

～12月 1日生

平成 20年 11月 28日

～12月 31日生

乳幼児ならどなたでも

子どものことばや発達など

に心配や相談にある方

開催日

3 日（火）

12日（木）

3日（火）

6日（金）

26日（木）

10日（火）

13日（金）

27日（金）

20日（金）

9日（月）

12日（木）

26日（木）

受付時間※

13:15

9:30

14:00

13:15

9:30～

11:00

13:30

9:00

場所 保健センター

2 階

１階

2階

１階

備考

事業名

健康相談

病態栄養相談

骨密度測定

元気もりもり運動教室

メタボ予防運動教室

こころの相談

対象者

町にお住まいの方ならどな

たでも

開催日

4・11・18・25日（水）

4・18日（水）

25日（水）

17日（火）

8・22日（日）

5日（木）

受付時間※

9:00～

11:30

9:30

9:00

場所 保健センター

1 階

2階

3階

1階

備考

広報7月号A4校正  12.6.26 17:13  ページ 10



申 問

11

特定健康診査・後期高齢者健康診査・前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診について
【実施期間】平成24年7月2日（月）～10月31日（水）診療時間内
【実施機関】宇多津町内と坂出市内の健診実施医療機関

年齢基準日：平成25年3月31日

健診名 特定健康診査 後期高齢者健康診査 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診

対象者 国民健康保険の被保
険者（40～74歳）

後期高齢者医療制度
の被保険者（65歳以
上の認定者含む）

50～69歳の男性の
希望者

41・46・51・56
・61歳の方

内容

・問診
・身体計測
・血圧測定
・検尿
・血液検査
（血中脂質、血糖値、貧血、肝機能、腎機能）
・心電図検査
・内科診察
・眼底検査（医師が必要と認めた場合）

血液検査

自己負担

40～69歳／1,000円

70～74歳／500円

  非課税世帯　※１

　　　500円

500円

1,260円

無　料非課税世帯・
生活保護世帯　※1
　　　無　料

受診券
対象者に送付

対象者に送付

希望調査で申込みさ
れた方のみ送付

対象者に送付
（人間ドック・総合健診

　　希望者を除く　※2）

★申し込みがまだの方
は、町保健センターへ
お申し出ください。

注意点

国民健康保険の被保

険者でなくなった場

合は受診できません

ので、受診券を保健

センターへ返却して

ください。

特定健康診査を受診される方は同時に
受診してください。

○午前に受診する場合
　健診結果に影響があるため、前日の夕
　食後は水以外の飲食物を摂取しないよ
　うにしましょう。

○午後に受診する場合
　軽めの朝食にし、健診まで水以外の飲
　食物は摂取しないようにしましょう。

※1　非課税世帯・生活保護世帯の方は 証明書 を医療機関に持参すれば、自己負担が減額されます。
　　　証明書が必要な方は、受診前日までに保健センターに申し出ください。
※2　「人間ドック」は8月中旬、「総合健診」は11月中旬に案内予定です。

☆受診券を紛失した場合、上記の内容・金額での受診はできません。町保健センターで再交付を
　受けてください。

　　　町保健センター（49-8008）
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対

対 と　
き

と　
こ
　
　
ろ料

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ料他

と　
き内

と　
こ
　
　
ろ料

申
問

12と　
き 内主

主

日時 場所と　
こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問

料 対問

申

申 対 と　
き

と　
こ
　
　
ろ

お問い合わせ

7月の予定 
日 曜日 内　　容

（金）6日 折り紙④「ねこ」

映画②「愛染かつら」9:30～

楽しい「いきいきヨガ」で元気になろう

オカリナと一緒に歌いましょう

（金）13日

（金）20日

（金）27日

総
合
相
談

（延人員）

介護・日常生活

サービスの利用

医　　療

所得・家庭生活

41

11

6

1

119

178

介護予防支援

計

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
認
知
症
の

　
　
　
家
族
会

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

※

今
回
は
、
滝
宮
総
合
病
院
も
の

忘
れ
外
来
の
中
村
光
夫
医
師
を

招
い
て
の
座
談
会
で
す
。

　
　
７
月
11
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
認
知
症
患
者
の
介
護
経
験
が

あ
る
方
の
交
流
会

　
　
無
料

　
　
申
し
込
み
不
要
。
秘
密
厳
守
。

相
談
は
随
時
、
受
け
付
け
。

●
集
い
の
場

 

「
こ
す
も
す
」

  

参
加
者
募
集
！

　
高
齢
者
の
集
い
の
場
で
す
。
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
。

一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
新
し
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
町
内
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

　
　
無
料

●
セ
ン
タ
ー
5
月
の
相
談
実
績

　
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
７
４
０
）

（
よ
く
　
は
な
し
を
）

献
血
（
４
０
０
㎖
）

　
　
７
月
19
日
（
木
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
男
性
17
〜
69
歳
、
女
性
18
〜

69
歳

【
体
重
】
男
女
と
も
に
50
㌔
以
上

※

当
日
の
血
圧
、
血
液
検
査
に
よ

り
、
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
不
要

　夏
休
み
親
子
料
理
教
室

　
　
７
月
24
日
（
火
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

　
　（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
調
理
実
習
室

　
　
講
話
と
調
理
実
習
（
メ
ニ
ュ
ー

は
当
日
の
お
楽
し
み
）

　
　
町
内
小
学
生
希
望
者
と
そ
の

家
族
　
20
組
程
度
（
原
則
、
保

護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
４
０
０
円
／
人

※

当
日
徴
収

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
子
供
用
包
丁

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）・
お
茶
・

上
靴

　
　
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

※

７
月
２
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け

※

定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付
け

終
了

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
０
０
８
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
３
回
終
わ
っ
て
い
ま
す

か
？
　
今
年
度
中
に
３
回
接
種
す

る
た
め
に
は
、
９
月
30
日
ま
で
に

１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
須

で
す
。
ま
だ
の
方
は
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
　
12
歳
（
中
学
１
年
生
）〜
16
歳

（
高
校
１
年
生
相
当
）
の
女
子

　
　
無
料
（
町
発
行
の
予
診
票
持

参
者
の
み
）

持
参
物
　
予
診
票
、
母
子
健
康
手

帳
ま
た
は
接
種
済
証

※

予
診
票
が
お
手
元
に
な
い
方
は

母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
０
８
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
）

お
知
ら
せ
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13

宇
多
津
中
　
体
育
祭

熱
く
な
れ
！

　
〜
み
な
ぎ
る

　
　
我
ら
の
　
宇
中
パ
ワ
ー
〜

　
５
月
26
日
、
青
空
が
広
が
る
中
、

「
熱
く
な
れ
！
〜
み
な
ぎ
る
　
我
ら

の
　
宇
中
パ
ワ
ー
〜
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
力
い
っ
ぱ
い
演
技
や
競

技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
全
員
が
熱
い
思
い
を
つ

な
い
だ
全
員
リ
レ
ー
。
学
年
全
員

が
心
を
一
つ
に
し
た
１
年
の
「
み

ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
」、
２
年
の
大
縄

飛
び
「
跳
戦
」、
３
年
の
「
新
風
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
走
」。
全
校
女
子
が
取

り
組
ん
だ
「
創
作
ダ
ン
ス
」、
全
校

男
子
が
挑
戦
し
た
「
立
体
８
段
ピ 

 

読
書
活
動
で
大
臣
表
彰

　
４
月
23
日
、
過
去
３
年
間
の
図

書
館
教
育
や
子
ど
も
た
ち
の
読
書

活
動
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
内
一
斉
清
掃
に
参
加
！

　
日
曜
日
の
６
月
３
日
、
町
内
一

斉
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
駅
前
清
掃
で
は
、「
町
は
ご
み
が

減
っ
て
美
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
」
と
い
う
谷
川
町
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
中
学
生
は
学
年
毎
に
地

域
に
分
か
れ
、
一
生
懸
命
、
ご
み

拾
い
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
を
通
し
て
、
家
族
や
小
学
生
、

地
域
の
方
々
と
の
結
び
つ
き
や
絆

を
広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

校
内
弁
論
大
会

　
６
月
４
日
、
校
内
弁
論
大
会
を

開
き
ま
し
た
。
各
学
年
代
表
２
人

の
計
６
人
が
「
風
評
被
害
」「
命
の

重
さ
」「
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
」「
生
き
る
こ
と
」「
ハ
ン
セ
ン

病
を
知
っ
て
」「
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
」
と
題
し
、
自
分
の
考
え
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
で
選
ば
れ
た
学
校
代
表
の

２
人
が
６
月
15
日
、
綾
上
中
学
校

で
開
か
れ
た
坂
出
綾
歌
地
区
弁
論

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
１

年
生
９
人
、
２
年
生
７
人
、
３
年

生
11
人
の
合
計
27
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
僕
た
ち
は
夏
の
総
体
に

向
け
毎
日
、
顧
問
の
伊
井
先
生
と

小
野
先
生
の
指
導
の
下
、
一
生
懸

命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
目
標

は
四
国
総
体
出
場
で
す
。
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
、
部
員
一
丸
と
な
っ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
宇
多
津
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
の
歴
史
を
創
っ
て
い
け
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ミ
ッ
ド
」

も
見
事
や

り
遂
げ
ま

し
た
。

　
地
域
の

皆
さ
ん
の

大
き
な
拍

手
を
い
た

だ
き
、
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。
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こ
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と　
き

と　
き

14

今
年
も
育
て
ま
す
！

　
　
　「
綿
」
の
種
ま
き

　
５
月
末
に
、
鵜
足
津
友
の
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、「
さ
ぬ
き
三
白
」

の
ひ
と
つ
、「
綿
」
の
種
ま
き
を
し

ま
し
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
40
人
が
、
水
に
つ
け

た
綿
の
種
を
ポ
ッ
ト
に
２
個
ず
つ

ま
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
芽
が
出
て

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
11
月
頃
に

は
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

７
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

　「
ス
ト
ロ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」

　
　
７
月
８
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜

●
親
子
で
絵
て
が
み
教
室

　
　
７
月
８
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜

　
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

（
49
ー

４
０
０
５
）

月
曜
日
は
休
館

　
梅
雨
明
け
間
近
、
じ
め
じ
め
と

し
た
天
気
か
ら
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
す
。
今
年
も
電
力
事
情
は
、

た
い
へ
ん
厳
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

冷
房
の
温
度
設
定
を
見
直
し
、
照

明
を
こ
ま
め
に
消
し
、
長
期
に
使

わ
な
い
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
い
て
お

く
な
ど
、
各
家
庭
で
何
が
出
来
る

か
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
た
ら
よ
い

か
節
電
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
日
帰
り
研
修
で
６
月
10

日
、
広
島
県
き
の
え
温
泉
な
ど
に

出
掛
け
ま
し
た
。
吉
海
バ
ラ
公
園
で

は
約
１
６
０
種
類
、
４
６
０
０
株
の

世
界
中
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
せ

と
う
ち
七
福
神
「
高
龍
寺
」
に
も

参
拝
し
て
来
ま
し
た
。

　
婦
人
会
は
、
年
に
３
度
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
臨
海
公

園
、
中
央
公
園
、
大
束
川
土
手
沿

い
の
３
か
所
で
す
。
６
月
26
日
は

中
央
公
園
を
清
掃
し
、
子
ど
も
た

ち
に
気
持
ち
よ
く
、
楽
し
く
遊
ん

で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
こ
め

な
が
ら
、
支
部
長
一
同
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

思
案
 

山
本
　
磯
吉
　
選

　
　
思
案
ば
か
り
お
好
き
に
し
ろ
と
妻
切
れ
る
 

藤
田
　
み
よ
こ

　
　
い
つ
迄
も
思
案
投
げ
首
嫁
未
だ
か
 

岩
田
　
　
佳
泉

　
　
思
案
中
次
の
一
手
が
出
て
こ
な
い
 

木
村
　
　
久
子

　
　
思
案
し
て
買
っ
た
洋
服
着
な
い
儘
 

柴
田
　
紗
寄
子

　
　
春
う
ら
ら
思
案
も
陽
気
に
飛
ん
で
行
く
 

松
本
　
　
美
風

軸
　
メ
ニ
ュ
ー
み
て
思
案
の
末
に
定
食
を
 

山
本
　
　
磯
吉

自
由
吟
　
互
選

笑
い
こ
そ
心
の
薬
と
手
を
合
わ
す
 

藤
田
　
み
よ
こ

夢
去
り
ぬ
春
の
嵐
で
散
る
桜
 

岩
田
　
　
佳
泉

病
院
で
待
つ
苛
立
ち
に
肩
が
こ
る
 

柴
田
　
紗
寄
子

垣
根
越
し
札
所
聞
い
て
る
遍
路
さ
ん
 

松
本
　
　
美
風

共
白
髪
夫
の
風
邪
を
妻
も
ら
い
 

木
村
　
　
久
子

今
日
は
雨
久
方
ぶ
り
の
膝
枕
 

山
本
　
　
磯
吉

今
月
の
一
句

垣
根
越
し
札
所
聞
い
て
る
遍
路
さ
ん
 

松
本
　
　
美
風

　
お
遍
路
さ
ん
へ
の
道
案
内
は
、
日
頃
よ
く
見
か
け
る
光
景
で
す
が
、
「
垣
根
越

し
」
と
、
そ
こ
に
気
づ
か
れ
た
の
は
、
作
者
の
お
手
柄
。

　
き
っ
と
、
一
杯
咲
い
た
垣
根
越
し
の
花
に
、
暖
か
み
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

み
よ
こ
　
評

あ
ぢ
さ
ゐ
の
庭
よ
り
孫
の
声
の
し
て 

香
川
　
　
樹
子

　
隠
れ
ん
坊
を
し
て
い
る
の
か
。
又
、
何
か
悪
巧
み
を
企
ん
で
い
る
孫
。

亡
父
想
ふ
と
き
十
薬
の
匂
ひ
け
り 

黒
田
　
乃
理
子

　
十
薬
（
ド
ク
ダ
ミ
）
と
言
う
。
子
供
の
頃
、
父
親
に
、
煎
じ
薬
と
し
て
飲
ま
さ
れ
た
。

悪
臭
で
あ
る
。

人
影
の
失
せ
た
る
場
所
に
立
葵 

松
浦
　
加
津
子

　
人
の
代
り
に
、
立
葵
が
立
っ
て
い
る
。
不
思
議
の
国
の
番
人
か
。鑑

賞
　
渋
谷
　
昌
克

夏
萩
や
向
か
ひ
合
ひ
ゐ
て
言
葉
な
く 

井
原
　
　
節
子

あ
ぢ
さ
ゐ
の
庭
よ
り
孫
の
声
の
し
て 

香
川
　
　
樹
子

須
弥
壇
の
曇
る
こ
と
な
き
薄
暑
か
な 

小
林
　
　
壱
砂

子
の
顔
を
あ
か
り
が
廻
る
走
馬
燈 

渋
谷
　
　
昌
克

亡
父
想
ふ
と
き
十
薬
の
匂
ひ
け
り 

黒
田
　
乃
理
子

人
影
の
失
せ
た
る
場
所
に
立
葵 

松
浦
　
加
津
子

走
り
梅
雨
老
犬
傘
に
入
れ
帰
る 

松
浦
　
　
貞
雄

咲
き
終
へ
し
木
蓮
昏
る
る
母
の
里 

山
本
　
　
洋
子

六
月
も
恋
に
や
つ
れ
て
猫
戻
る 

横
田
　
　
遊
人

問

土
・
日
も
あ
そ
べ
る
児
童
館
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活動日 

●ボランティア活動の問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎49－0287

活動内容・時間 活動場所 活動グループ 

視覚障害者に対して声の便り
13：30～

 町福祉センター2階
ボランティア連絡協議会室

町福祉センター
（社会福祉協議会）集合 

朗読の会 

美化活動
 7：00～ 

JR宇多津駅前集合 ボランティア推進委員会 

老人給食の配食
10：00～ 老人給食ボランティア 第1～第4水曜日

町福祉センター うたづ苺一絵 第1・第3金曜日

第1・第3日曜日

第1・第2月曜日

絵手紙
10：00～

7月のボランティアカレンダー

ユープラザうたづニュース ハーモニーホール　7月

ライブラリーうたづニュース 

7月の
休館日

ライブラリーうたづ 2日㈪・9日㈪・17日㈫・23日㈪・27日㈮・30日㈪

2日㈪・9日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪ユープラザうたづ

▶日　時　7月14日（土）午後2時～3時

▶場　所　ユープラザうたづ　1階視聴覚室

▶内　容　絵本の読み聞かせ、かみしばいなど

▶場　所　50名（要申込）

▶申込先　ライブラリーうたづ   （☎49－8025）

◎おはなしフェスタ

　家庭でいらなくなった本をお互いに持ち寄り、交換

する「本の交換会」を実施します。

▶日　時　7月28日（土）・29日（日）

　　　　　午前10時～午後4時

▶場　所　ユープラザうたづロビー

▶その他　当日、一人10冊までの持ち寄りとさせてい

ただきます。参考書・教科書・専門書・雑

誌などはご遠慮ください。

◎本の交換会

上記については、予告なく変更することもあります。
●問い合わせ先　ユープラザうたづ　☎49－8020

１日（日）

７日（土）・８日（日）

15日（日）

16日（月祝）

21日（土）・22日（日）

26日（木）・27日（金）

28日（土）

29日（日）

㈱ＬＩＸＩＬ「住まいと健康を考える」セミナー

　　　　　　秋山楽器　エレクトーンステージ

ユープラザうたづ自主事業　エレクトーンステージ

ピアノ発表会

　　　　　　ヤマハエレクトーンステージ四国大会

　　　　　　ユープラザうたづ　ピアノリレーコンサート

ピアノ発表会

ピアノ発表会

新
着
新
着
新
着

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

いきてるひかり

児
童
書

晴居彗星著モリー・バング著

著 加部鈴子

転校生は
忍びのつかい

お父さん、牛になる ローマ法王に
米を食べさせた男
高野誠鮮

一
般
書

著福岡伸一著

遺伝子はダメな
あなたを愛してる

新月譚
貫井徳郎著

●問い合わせ先
　ライブラリーうたづ   （☎49－8025）
　その他の行事については、
　ユープラザうたづ　　（☎49－8020）
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４
／
19

　
　

監
査
委
員
に
佐
藤
毅
さ
ん

　
佐
藤
毅
さ
ん
＝
写
真
＝
が
議
会

の
同
意
を
得
て
、
新
し
く
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
24
年
６
月
11
日
か
ら
平
成
28

年
６
月
10
日
ま
で
で
す
。

 

５
／
16

『
大
き
く
な
ぁ
れ
！

さ
つ
ま
芋
』

宇
多
津
幼
稚
園

　
年
長
児
が
中
川
一
男
さ
ん
の
畑

で
、
さ
つ
ま
芋
の
つ
る
さ
し
を
し

ま
し
た
。

　
し
っ
か
り
大
地
に
根
付
く
こ
と

を
願
っ
て
、
毎
日
水
や
り
や
草
抜

き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、

お
い
し
い
さ
つ
ま
芋
と
出
会
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
と
っ
て
も
楽
し

み
で
す
。

 

５
／
24

サ
ワ
ガ
ニ
捕
り

平
山
保
育
園

　
高
松
市
塩
江
町
の
山
奥
へ
サ
ワ

ガ
ニ
捕
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
川

辺
に
下
り
る
の
さ
え
怖
が
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
カ
ニ
を
捕
り
始
め

る
と
服
が
濡

れ
る
の
も
お

構
い
な
く
、

大
は
し
ゃ
ぎ

で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

 

５
／
26

ビ
バ
！
わ
か
く
さ
カ
ー
ニ
バ
ル

わ
か
く
さ
保
育
園

　
春
の
わ
か
く
さ
カ
ー
ニ
バ
ル
で
、

今
年
初
め
て
４
・
５
歳
児
の
子
ど

も
た
ち
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
！
　
お
母
さ
ん
手
作
り
の

ス
カ
ー
ト
で
踊
り
も
雰
囲
気
も

上
々
！
　
バ
ザ
ー
に
、
ゲ
ー
ム
に

と
、
み
ん
な
で
楽
し
め
た
カ
ー
ニ

バ
ル
で
し
た
。
　

木村和史さん（坂下西）　銀メダルを獲得
　第 15 回アジアジュニア陸上競技選手権は 6 月 10 日、スリ
ランカのコロンボで開かれ、男子 400 メートルで地元の木村
和史さん（ＩＰＵ環太平洋大学 2 年）が 47 秒 53 で銀メダル
を獲得。さらに4×400メートルリレーでは1位になりました。
同大会に先立ち、5 月に丸亀市で行われた中四国学生陸上競技
対校選手権大会では、木村さんは男子 400 メートルで中四国
学生新記録の 47秒 00で優勝しています。

　大会後、谷川町長に結果報告した木村さんは「持ちタイムで出場選手中
1位だったので、結果として 2位は嬉しいというより悔しい気持ちが強い。
今後は、スピード重視の練習をさらに強化し、チャレンジしていきたいで
す。目標は、世界大会の決勝ラインに立つことです」と新たな決意を語っ
てくれました。
　木村選手の今後のさらなる活躍を期待しています。皆さんも応援しま
しょう。

( 木村選手　中央 )
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広告

診療時間　午前 9：00～12：00　午後 2：00～6：00
休診日／木曜・日曜・祝日
　　　　幼児、学童、思春期、青年期のこころの悩みの相談

　　　　臨床心理士による各種検査カウンセリング

宇多津町浜六番丁 78番地 12　ホテルサンルート南側

予約制　☎ 0877-56-7358
電話受付／ 8：45～18：00

広告

より快適に、より心地よく、新しいライフスタイルを！！
物置・カーポート・テラス・ウッドデッキ・新築・リフォーム外構の設計・施工

 

５
／
31

プ
ー
ル
開
き

宇
多
津
小
学
校

　
ま
だ
ま
だ
水
は
冷
た
か
っ
た
け

れ
ど
、
元
気
に
プ
ー
ル
に
入
り
ま

し
た
。
１
年
生
は
６
年
生
に
お
ん

ぶ
し
て
も
ら
っ
て
プ
ー
ル
の
中
を

ぐ
る
ぐ
る
回
り
ま
し
た
。
低
学
年

は
浮
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
６

年
生
で
25
㍍
泳
げ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

６
／
４

歯
を
大
切
に

あ
お
や
ま
保
育
園

　
６
月
４
日
の
虫
歯
予
防
デ
ー
で
、

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
お
も
ち
ゃ

で
ゴ
シ
ゴ
シ
歯
磨
き
の
練
習
。
い

ざ
本
物
の
歯
ブ
ラ
シ
を
握
る
と
、

得
意
そ
う
に
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
！
　

「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
ば
い
ば
い
」
と
ぴ

か
ぴ
か
に
な
っ
た
歯
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

 

６
／
９

第
11
回
　
運
動
会

香
川
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

　
春
季
大
運
動
会
で
、
組
立
体
操

の
最
後
に
年
長
児
32
人
全
員
で
お

城
を
作
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界

を
表
現
し
ま
し
た
。
競
技
で
は
、

跳
び
箱
や
大
玉
転
が
し
を
し
ま
し

た
。
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
に
観
て
も
ら
い
、
楽
し
い
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
町
子
ど
も
会

　
町
子
ど
も
会
は
６
月
17
日
、

ニ
ュ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
町
民
体
育
館
で
開
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
か

ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
。
約
１
２
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
朝
５
時
か
ら
練
習
し

て
、
ボ
ー
ル
を
う
ま
く
受
け
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
み

ん
な
で
一
生
懸
命
練
習
し
た
の
に

負
け
て
悔
し
い
」
な
ど
喜
ん
だ
り
、

悔
し
が
っ
た
り
し
な
が
ら
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
町
子
ど
も
会
で
は
、
今
後
も
様
々

な
行
事
を
通
し
て
、
地
域
や
友
達

と
の
絆
を
よ
り
深
め
る
た
め
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
試
合
結
果

　
優
勝
　
　
津
の
郷
Ａ

　
　
　
　
　（
津
の
郷
子
ど
も
会
）

　
準
優
勝
　
津
の
郷
Ｂ
　

　
　
　
　
　（
津
の
郷
子
ど
も
会
）
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他

と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

他問

問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
こ
　
　
ろ

18

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
せ
！

打
ち
水
大
作
戦
２
０
１
２

　
日
本
の
夏
の
風
物
詩
「
打
ち
水
」。

古
来
よ
り
、
暑
い
季
節
を
快
適
に

過
ご
す
先
人
の
知
恵
と
し
て
、
町

内
で
も
夕
方
に
な
る
と
当
た
り
前

の
よ
う
に
各
家
の
前
で
、
打
ち
水

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
活
ス
タ
イ
ル
や
住
宅
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
最
近
は
あ
ま
り
見
か

け
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
一
年
で
最
も
暑
い

と
言
わ
れ
る
大
暑
の
日
を
前
に
、

町
内
一
斉
に
打
ち
水
大
作
戦
を
行

い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
そ
し
て

地
域
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
７
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時

　
各
家
庭
や
玄
関
前
、
集
合
住

宅
の
方
や
事
業
所
の
方
も
、
公

園
や
敷
地
内
へ
の
打
ち
水
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
メ
イ
ン
会
場
　
町
役
場
庁
舎
前

　
午
後
４
時
50
分
集
合

※

夕
方
５
時
の
「
夕
焼
け
小
焼
け
」

の
メ
ロ
デ
ィ
の
合
図
で
行
い
ま
す
。

　
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
協
力
団
体
　
町
婦
人
会

　
　
唯
一
の
ル
ー
ル
は
水
道
水
を

使
わ
な
い
こ
と
。
風
呂
の
残
り
湯
、

雨
水
、
プ
ー
ル
の
残
り
水
な
ど
を

有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
業
所
の
方
は
使
用
済
み
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、

残
り
湯
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　
打
ち
水
を
行
う
際
は
辺
り
に
人

や
車
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
の
ま
く
水
は
少
し

で
も
、
１
万
人
が
一
斉
に
打
ち
水

を
す
れ
ば
、
町
内
の
温
度
は
確
実

に
下
が
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
を

少
し
ず
つ
、「
自
分
だ
け
が
や
っ
て

も
」
と
思
わ
な
い
で
。
ほ
ら
、
お

隣
の
あ
の
人
も
、
き
っ
と
バ
ケ
ツ

を
持
っ
て
出
て
き
ま
す
よ
！

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
２
」
の
実
施

　
環
境
省
は
、
６
月
21
日
か
ら
７

月
７
日
ま
で
の
間
、
自
主
的
に
照

明
を
落
と
し
て
温
暖
化
防
止
を
呼

び
か
け
る
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０

１
２
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
電

力
消
費
量
抑
制
の
た
め
、
不
必
要

な
照
明
を
消
灯
す
る
よ
う
広
く
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
特
別
実
施
日
の
７
月
７
日
（
土
）

﹇
七
夕
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
）﹈

の
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
は
、

全
国
一
斉
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
実

施
し
ま
す
。
町
内
企
業
や
、
町
民

の
方
に
は
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

趣
旨
を
理
解
、
賛
同
を
頂
き
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気

を
消
灯
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

　
夏
休
み
期
間
中
、
町
内
各
所
で

早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
身
体
を
ま
ん
べ

ん
な
く
動
か
す
の
に
必
要
な
運
動

を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
時
間
当

た
り
の
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
も
多
い

そ
う
で
す
。
年
々
参
加
者
も
増
え
、

昨
年
は
約
１
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日

　
８
月
１
日
（
水
）〜
31
日
（
金
）

午
前
６
時
30
分
〜

（
雨
天
中
止
、
地
区
に
よ
っ
て
実

施
日
が
異
な
り
ま
す
）

　
　
各
自
治
会
等
の
最
寄
り
の
会
場

　
　
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
・
第
２

　
指
導
者
　
各
地
区
有
志

　
各
会
場
実
施
日
数
の
８
割
以

上
の
参
加
者
に
記
念
品
進
呈

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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と　
き

と　
こ
　
　
ろ問

問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料申問

19

交
通
死
亡
事
故
が

　
　
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
今
年
に
入
り
、
町
内
で
交
通
死

亡
事
故
が
３
件
（
昨
年
同
期
０
人
）

発
生
し
、
い
ず
れ
も
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
県
内
で
の
交
通
事
故
の
死

者
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
町

は
激
増
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
安
全
運
転
・
法
令
順

守
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

「
ゆ
と
り
・
き
く
ば
り
・
お
も
い
や
り

　
　
　
　
　
さ
ぬ
き
路
安
全
運
動
」

５
０
０
０
人
の
街
頭
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
！

　
交
通
安
全
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の

ぼ
り
を
持
ち
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
・
自
転
車
利
用
者
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　
７
月
５
日
（
木
）

　
午
前
７
時
30
分
　
30
分
程
度

　
　
県
道
高
松
・
善
通
寺
線

　
　
　
　
　（
役
場
駐
車
場
北
側
）

　
　
町
住
民
生
活
課

　（
49
ー

８
０
０
０
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
を
予
防
し
更
正
を
支

援
す
る
活
動
で
、
全
国
的
な
運
動

と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
し
っ
か
り

と
自
分
の
人
生
を
生
き
ら
れ
る
社

会
を
築
く
に
は
、
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直

り
を
支
え
、
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
援
助
し
合
え
る
地
域
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
が
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
、
そ
れ
が

大
き
な
力
に
変
わ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
保
護
司
会

や
更
正
保
護
女
性
会
と
と
も
に
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
年
２
回
実
施
し
て

い
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
６
月
３

日
、
町
内
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
治
会
連
合
会
や
婦
人
会
を

は
じ
め
、
町
内
事
業
所
、
団
体
な

ど
大
勢
の
皆
さ
ん
に
、
ご
協
力
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
事
業
所
・
団
体
は
次
の
と
お

り
。（
順
不
同
）

▽
㈱
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大

橋
▽
宇
多
津
郵
便
局
▽
四
国
化
成

工
業
㈱
Ｒ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
▽
㈲
萩

原
総
業
四
国
健
康
村
▽
㈱
旭
食
品

▽
宇
多
津
ビ
ブ
レ
▽
Ｙ
Ｋ
Ｋ
　
Ａ

Ｐ
労
働
組
合
▽
㈱
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▽
㈱
マ
ル
ナ
カ

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
▽
デ
リ
カ
サ

ラ
ダ
ボ
ー
イ
▽
㈱
イ
マ
ー
ジ
ュ
新

宇
多
津
物
流
▽
め
り
け
ん
や
▽
旭

流
通
シ
ス
テ
ム
㈱
▽
め
が
ね
の
三

城
　
宇
多
津
店
▽
宇
多
津
町
自
治

会
連
合
会
▽
宇
多
津
町
婦
人
会
▽

宇
多
津
中
学
校
▽
宇
多
津
小
学
校

▽
宇
多
津
北
小
学
校

　
次
回
は
11
月
11
日
（
日
）
の
予

定
で
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

狩
猟
免
許
試
験

▽
第
１
回…

８
月
19
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜

〈
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
一
種
銃
猟
・

第
二
種
銃
猟

▽
第
２
回…

８
月
26
日
（
日
）

　
午
後
１
時
〜

　〈
わ
な
猟

▽
第
３
回…

９
月
１
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜

　〈
わ
な
猟

▽
第
４
回…

９
月
２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜

〈
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
一
種
銃
猟
・

第
二
種
銃
猟

　
第
１
、
３
、
４
回…

県
庁
、

第
２
回…

小
豆
島
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
受
験
料…

　
免
許
１
種
類
に
つ
き
５
２
０
０
円

※

他
の
種
類
の
狩
猟
免
許
を
交
付

を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
１
種
類
に

つ
き
３
９
０
０
円

　
　
第
１
回
・
第
２
回…

７
月
17

日
（
火
）〜
８
月
６
日
（
月
）
第

３
回
・
第
４
回…

７
月
17
日
（
火
）

〜
８
月
28
日
（
火
）＝
と
も
に
締

め
切
り
当
日
の
消
印
有
効

※

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
香

川
の
環
境
」
や
実
施
要
領
を
参
照

　
　
県
み
ど
り
保
全
課

（
０
８
７
ー

８
３
２
ー

３
２
１
２
）

広報7月号A4校正  12.6.26 17:13  ページ 19



問

はじめての
パソコン講座

夏休み手作り染色
「ランチクロスと
　ランチトート」
を染めよう

親子料理教室
「身近な夏野菜を
　使って簡単に
　できる朝食作り」（全6回）

7/24・7/31・8/7
8/21・8/28・9/4

7月27日(金)

13：10～14：40 9：30～12：30

6,000円 材料費

テキスト代　1,050円 700円

筆記具
USBﾒﾓﾘｰ

エプロン・
ゴム手袋・
手拭タオル・
筆記用具　

8月25日(土)

9：30～12：30

材料費

親子1組で1,500円

エプロン・
タッパー・
おてふき

7月20日（金） 8月10日（金）

宇多津町保健センター 2F 香川短期大学 渚荘 香川短期大学　調理実習室香川短期大学本館5Ｆ

宇多津町教育委員会・香川短期大学共催　カルチャー講座のご案内

講
座
名

開
講
日
時

材
料
費
等

材料費

300円

準
備
物

締
切 7月18日（水）
場
所

夏休みエコ工作
「牛乳パックや
　トイレットペーパー
　の芯で万華鏡」を
　作ろう

8月2日（木）

10：00～12：00

空の１褄牛乳パック・
ものさし・トイレット
ペーパー芯・筆記用具
ハサミ・セロハンテープ
固形のり・包装紙・
カッター

申
込

香川短期大学地域交流センター
香川短期大学（49）5500（午前）（49）8053（午後直通）

20と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

広告広告 と　
き

と　
こ
　
　
ろ

問

生
命
保
険
の
相
談

■
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
「
保
険

ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店
」
で
は
今

月
末
ま
で
生
命
保
険
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

は
、
保
険
の
プ
ロ
が
中
立
な
立
場

で
現
在
加
入
中
の
保
険
の
内
容
か

ら
保
険
の
見
直
し
方
法
ま
で
丁
寧

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

■
ご
予
約
は
「
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇

多
津
店
」
ま
で
、
相
談
は
完
全
予

約
制
。
ま
ず
は
電
話
か
H
P
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店

　
　
０
１
２
０
ー

54
ー

０
０
５
１

　
　
月
曜
〜
土
曜
　
10
時
〜
18
時
30
分

　
　
　
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜
２
番
丁
　

　
　
19
番
17
（
宇
多
津
ビ
ブ
レ
東
隣
）

ご存知ですか？　「ノルディック・ウォーキング」
　最近、町内の公園や遊歩道で 2 本のポールを後ろに押

し出しながら歩いている人を見かけます。それは、最近

注目を浴びている「ノルディック・ウォーキング」です。

　ウォーキングは日常生活を健康で過すため、誰でも手

軽にできる運動です。昨年は基礎から学ぶウォーキング

教室を開き、今年は、9 月に「ノルディック・ウォーキ

ング教室」を計画しています。

（8月号広報で参加者募集予定）

★　ノルディック・ウォーキングとは？

　2 本のポールを持ってクロスカントリースキーの夏の

訓練向けのプログラムを誰でも出来るウォーキングに改

良し、性別を問わず、あらゆる年代の方の健康ライフに

役立つスポーツとして注目されています。

　　町教育委員会事務局生涯学習課（49-8007）問

バストアップ

肩こりの緩和

二の腕のシェイプアップ

むくみ防止

腹部のシェイプアップ

脚部のシェイプ

ヒップアップ

きれいな姿勢

外
国
人
の
不
法
滞
在

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

　
不
法
就
労
す
る
外
国
人
は
、
労

働
面
だ
け
で
な
く
、
治
安
を
含
め

た
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
事
業
主
の
方
は
、

外
国
人
の
雇
用
に
当
た
っ
て
、
必

ず
パ
ス
ポ
ー
ト
・
外
国
人
登
録
証

明
書
、
在
留
カ
ー
ド
等
を
見
て
、「
在

留
資
格
」「
在
留
期
限
」
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
坂
出
警
察
署
（
46
ー

０
１
１
０
）
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問
申

21

聖マルチン病院
（谷　町）
☎46-5195

※変更される場合がありますので、必ず新聞紙上等でご確認ください。

日

回生病院
（室　町）
☎46-1011
坂出市立病院
（文京町）
☎46-5131

北條クリニック
（江尻町）
☎46-2201

国重まこと医院
（笠指町）
☎46-5501

たかはし整形外科医院
（笠指町）
☎45-6121

宇多津クリニック
（宇多津町）
☎56-7777

三木内科胃腸科医院
（宮下町）
☎46-3658

永井整形外科医院
（川津町）
☎45-1177

赤沢病院
（府中町）
☎48-3200

高橋内科医院
（文京町）
☎46-3315

井上胃腸科肛門科クリニック
（宇多津町）
☎49-1700

7月の休日当番医
内科及び小児科 外　　科

1日
㈰

8日
㈰

15日
㈰

16日
豺

22日
㈰

29日
㈰

コ
イ
ン
ま
と
め
て
お
皿
に

　
左
の
写
真
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
」
の
飲
み
物
自
動
販
売

機
で
す
。
最
近
、
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
や
病
院
、
駅
、
空
港

な
ど
の
公
共
施
設
で
見
か
け
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
自
販
機
と
異
な
る
と
こ

ろ
は
①
取
手
と
テ
ー
ブ
ル
が
つ
い

て
い
る
②
コ
イ
ン
投
入
口
が
お
皿

式
で
一
度
に
複
数
枚
の
コ
イ
ン
を

投
入
で
き
る
③
商
品
選
択
ボ
タ
ン

は
最
上
段
ボ
タ
ン
に
手
が
届
か
な

い
人
の
た
め
に
低
い
位
置
に
も
設

置
し
、
背
の
高
さ
に
応
じ
た
ボ
タ

ン
を
利
用
で
き
る
④
取
り
出
し
口

の
位
置
を
高
く
し
て
い
る
の
で
か

が
ま
ず
、
車
い
す
利
用
者
も
取
り

出
し
や
す
い
⑤
コ
イ
ン
返
却
は
つ

ま
み
で
な
く
レ
バ
ー
で
楽
に
で
き

る̶
̶

。
そ
の
他
に
も
様
々
な
工

夫
が
あ
っ
て
誰
も
が
使
い
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
売
り
上
げ
が
増

え
る
の
も
納
得
で
き
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
４
回
に
わ
た
っ
て
身
近
な
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
見
て

き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
感
想
を
お

持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
人
権
問
題
へ
の
関
心

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
人
権
尊
重
は
し
あ
わ

せ
づ
く
り
の
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。

人
権
を
守
る

坂
出
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

　
　
７
月
26
日
（
木
）

　
▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

　
▽
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
　
人
権
ス
テ
ー
ジ

　
　
坂
出
市
民
ホ
ー
ル

　
　
無
料

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
へ

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
画
ま
た
は
戦
地
の
区

域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
や
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
労

苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
書
状
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
書
は
町
保
健
福

祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
25
年
３
月
31
日

　
　
　
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　
　
管
理
室
業
務
担
当

　（
０
３
ー

５
２
５
３
ー

５
１
８
２
）

　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
ー
５
２
５
３
ー
５
１
９
０
）

人
権
コ
ラ
ム

人
権
と

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
④

　
　
　「
誰
に
も
便
利
な
自
動
販
売
機
」
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定内申
問

締問

締他と　
き

と　
こ
　
　
ろ 申

問

内 対

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

他

22と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

県認定

★304 号・403 号入居可  ★家賃補助  ★夫婦用設計  ★日常安否確認
★救急通報システム  ★担架用エレベーター  ★入居手数料なし

期 平
成
24
年
度
町
職
員
採
用
案
内

職
種
　
技
能
労
務
職
（
衛
生
清
掃
）

 

　
１
人

受
験
資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

※

普
通
自
動
車
運
転
免
許
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
等
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

　
　
８
月
２
日
（
木
）〜
22
日
（
水
）

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
受
け
付
け
。
郵
送
の
場
合
は

期
間
内
必
着
。

　
　
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
等

▽
筆
記
試
験
９
月
16
日
（
日
）

▽
口
述
試
験
等
は
後
日
通
知

　
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、

７
月
10
日
（
火
）
か
ら
総
務
課

で
配
布
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
し
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
を

張
っ
て
、
宛
先
を
明
記
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
町
総
務
課
人
事
秘
書
係

（
49
ー

８
０
１
３
）

　
〒
７
６
９
ー

０
２
９
２

宇
多
津
町
１
８
８
１
番
地

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員

税
務
職
員
採
用
試
験
案
内

　
高
校
卒
業
見
込
み
及
び
高
校

卒
業
後
３
年
経
過
し
て
い
な
い
者

　
　
第
１
次
試
験
９
月
９
日
（
日
）

　
　http://w

w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
1

、
人
事
院
四
国
事
務

局
〒
７
６
０
ー

０
０
６
８

高
松
市
松
島
町
１
ー

17
ー

33

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７
月
５
日（
木
）、

　
郵
便
ま
た
は
持
参
７
月
10
日（
火
）

　
　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
採
用

　
情
報
ナ
ビ
）http://w

w
w
.jinji.go.jp/

　saiyo/saiyo/htm

平
成
25
年
成
人
式

企
画
・
運
営
協
力
者
募
集

　
平
成
25
年
の
成
人
式
を
思
い
出

に
残
る
式
に
す
る
た
め
、
企
画
・

運
営
に
協
力
で
き
る
新
成
人
を
募

集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
外
へ
の
転
出
者
な
ど

で
、
町
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望

す
る
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

　
受
付
　
午
後
１
時

　
開
式
　
午
後
１
時
30
分

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

該
当
者
　
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
生
涯
学
習
課
（
49
ー

８
０
０
７
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
８
月
31
日
（
金
）

　
　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
７
ー

８
３
７
ー

９
８
７
７
）

自衛官採用試験案内

応募資格

受付期間

試　験　日

試験会場

詳しくは、自衛隊丸亀地域事務所（23-6420）

18歳以上27歳未満男女 高卒、21歳未満男女

志願票提出9月7日（金）まで

香川県内で実施（航空学生2次試験以降は県外）

自衛官候補生 一般曹候補生
技術と体力を磨く
任期制自衛官コース

部隊の中核となる
自衛官を目指すコース

航空学生
海・空自衛隊の
パイロットを目指すコース

9月中下旬 1次　9月17日（月） 1次　9月22日（土）
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と　
き

と　
こ
　
　
ろ

内問

Ｕ
ｔ
ａ
ｚ
ｕ
　

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

（
う
た
づ
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
）

２
０
１
２

　
う
た
づ
海
ホ
タ
ル
（
宇
多
津
臨

海
公
園
）
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
、

７
月
28
日
、
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

地
産
地
消
ブ
ー
ス
で
の
宇
多
津
の

特
産
品
を
使
っ
た
商
品
の
販
売
や

新
都
市
の
協
賛
各
店
舗
で
の
独
自

企
画
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
夕
暮
れ
、
素
晴
ら
し
い
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
た
づ
海
ホ
タ
ル

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
７
月
28
日(

土) 

午
後
４
時
40

分
〜(

雨
天
決
行)

　
　
　

▼
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
う
た
づ
海

ホ
タ
ル
）

　
県
内
11
団
体
約
３
４
０
人
に
よ

る
華
麗
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
。
ア
ロ
ハ

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
宇
多
津
の
塩
・

古
代
米
使
用
の
地
産
池
消
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
、
香
川
大
学
メ
ル
シ
ー

笑
ク
ラ
ブ
に
よ
る
手
品
ス
テ
ー
ジ

な
ど
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
メ
リ
フ
ラ

タ
イ
ム
で
は
、
出
演
者
と
来
場
者

が
一
緒
に
総
踊
り
を
実
施
。

　　　　　　▼
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ
（
宇
多

津
ビ
ブ
レ
・
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
）

　
午
後
５
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

の
間
、
２
か
所
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
ス

テ
ー
ジ
を
実
施
。

　
　
う
た
づ
海
ホ
タ
ル

（
49
ー

０
８
６
０
）

「
う
た
づ
夏
祭
り
」
開
催

　

　「
う
た
づ
夏
祭
り
」
は
、
８
月
11

日(

土)

・
12
日(

日)

の
２
日
間

実
施
し
ま
す
。

　
今
年
の
夏
祭
り
は
、
家
族
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
、『
節
電
エ
コ
祭
り
＆
納

涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
原
点
回
帰
）』

を
テ
ー
マ
に
開
き
ま
す
。

　
１
日
目
は
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
中
心
に
盛
大
な

祭
り
、
２
日
目
は
か
つ
て
の
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
再
現
し
、
皆

さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る
納

涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　
　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
併
せ
て
、
昨
年
好
評
を
得
た
「
お

化
け
屋
敷
」「
大
道
芸
人
」「
グ
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
プ
会
お
楽
し
み
抽
選

会
」」「
太
鼓
台
幕
の
展
示
」
そ
し

て
「
東
日
本
の
震
災
復
興
祈
願
物

産
展
」
も
行
い
ま
す
。
他
に
も
趣

向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
考
え
て
い

ま
す
の
で
、「
う
た
づ
夏
ま
つ
り
」

に
ぜ
ひ
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
８
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　
　
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

　
　
町
役
場
駐
車
場
・
こ
め
っ
せ
他

　

「
う
た
づ
夏
祭
り
」

　
　
　
い
ろ
い
ろ
募
集

　
　
　
　

　
実
行
委
員
会
で
は
、
今
年
の
夏

祭
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
大
勢
の
皆
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
を
。

　
　
・
出
店
者(

バ
ザ
ー)

　
　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　

　
　
う
た
づ
夏
祭
り
実
行
委
員
会

（
49
ー

１
３
１
１
）

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
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と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

と　
き

と　
き

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
こ
　
　
ろ

と　
こ
　
　
ろ 定定申問 料

問

問 と　
き

と　
こ
　
　
ろ料問 と　

き
と　
こ
　
　
ろ料

24

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
開
設

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

　
地
域
活
性
化
を
目
的
に
設
立
し

た
う
た
づ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

は
、
町
と
協
力
し
「
ホ
テ
ル
・
セ

ン
ト
カ
テ
リ
ー
ナ
宇
多
津
」
２
階

施
設
の
一
部
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

各
ホ
ー
ル
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

発
表
会
、
各
種
レ
ッ
ス
ン
等
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
へ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
と
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
、
定
期
的
に
無
料
の

チ
ャ
ペ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
素
敵
な
音
色
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
で
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
・
出
演
者

▽
７
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

・aglica

　

－

ア
グ
リ
カ

－

　
　
　
　
　
　（
ボ
サ
ノ
バLIV
E

）

▽
７
月
15
日
（
日
）
午
後
６
時
〜

・
杉
山
至
山
＆
木
村
園
代

　
　
　
　
　
　（
尺
八
・
琴
演
奏
）

▽
７
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

・
フ
ェ
リ
ア
ー
ド（
ボ
サ
ノ
バLIV

E

）

▽
８
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

・
梅
村
ひ
ろ
み

　w
ith S

parkle Jive C
hoir

　
　
　
　
　
　（
ゴ
ス
ペ
ルLIV

E

）

※

入
場
無
料

　
開
場
午
後
５
時
30
分

　（
先
着
80
人
）

●
貸
ホ
ー
ル

　
　
う
た
づ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

　（
ホ
テ
ル
・
セ
ン
ト
カ
テ
リ
ー
ナ

　
宇
多
津
内
）（
49
ー

８
１
０
０
）

講
演
会
「
か
け
は
し
と
改
正
障

害
児
支
援
に
つ
い
て
」

　
必
要
な
情
報
を
！

　
　
　
　
　
わ
か
り
や
す
く
！

　
４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
改

正
で
何
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
？
　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
等
の
改
正
に
つ
い
て
、

自
分
た
ち
に
必
要
な
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。
相
談

支
援
の
計
画
と
「
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

イ
ル
か
け
は
し
」
を
比
較
し
、
上

手
に
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

講
師
　
　

　
早
稲
田
大
学
・
白
梅
女
子
短
期

　
大
学
臨
時
講
師

　
又
村
　
あ
お
い
先
生

　
　
７
月
14
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　（
受
け
付
け
は
午
前
10
時
15
分
ま
で
）

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
１
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ロ
デ
ィ
ー

　
事
務
局
（
43
ー

３
６
３
０
）

循
環
生
活

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
会

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

や
庭
か
ら
出
る
有
機
物
を
ご
み
と

し
て
出
さ
ず
、
循
環
さ
せ
る
技
術

と
堆
肥
づ
く
り
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　

循
環
生
活
研
究
所
の
た
い
ら
由
以

子
先
生
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
　
７
月
10
日
（
火
）

　
午
後
６
時

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

　
　
50
人

　
　
無
料

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

2
期
生
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
　
７
月
23
日
（
月
）

　
　
７
月
26
日
（
木
）

　
　
と
も
に
午
後
３
時
開
会

　
　
　
　
　
　
　（
１
時
間
程
度
）

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

　
　
30
人

　
　
７
月
10
日
（
火
）

　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
申
し
込
み
。

　
　
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
０
０
）

中
村
紘
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
　
７
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
開
場

　
午
後
２
時
開
演

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
　
全
席
指
定
　
４
２
０
０
円

※

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
２
０
）

神
石
神
社
　
十
七
夜
祭

祭
り
好
き
の
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
お
神
輿
を
担
ご
う

　
　
神
石
神
社

　（
宇
多
津
北
小
学
校
小
南
50
㍍
）

　
　
７
月
14
日
（
土
）

　
午
後
３
時
30
分
集
合

▽
午
後
３
時
30
分…

お
祭
り
、

　
浦
安
の
舞

▽
午
後
４
時…

神
輿

▽
午
後
５
時
30
分…

余
興
・

　
バ
ザ
ー
・
金
魚
す
く
い
・
ゲ
ー
ム

▽
６
時
30
分…

里
神
楽
奉
納

　
　
３
０
０
円
（
保
険
料
）

　
　
十
七
夜
実
行
委
員
会
　
前
川

　
　
　
　
　
　
　（
49
ー

０
４
１
６
）

  部屋名称（面積）

ダンスホール（190㎡）

チャペルスタイルホール
（75㎡・座席80）

フローリングホール
（60㎡）

1,000円

400円

400円

1日料金

8,000円

3,000円

3,000円

1時間料金

申 料
問
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育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
　 7月20日（金）午前9時30分～11時
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

児童心理司によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
　 7月9日（月）午後1時30分～4時30分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
　 7月12日（木）・26日（木）午後9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町保健福祉課　蕁49－8003

子ども教育相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 少年育成センター
　 少年育成センター　蕁49－4001

障害者相談（身体・知的・精神）　
　　　　　　　　　　　（要予約）
　 月～金
　　　 町保健福祉課　蕁49－8003

身体障がい者相談（要予約）
　 第3金曜日　午後1時30分～3時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

介護相談・ボランティア相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

高齢者相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 地域包括支援センター（保健センター1階）
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

健康相談
　 毎週水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008
　 第1・5月曜日　午後12時30分～3時
　 やすらぎプラザ
　 地域包括支援センター　蕁49－8740
　 第2・4金曜日　午前9時～11時
　 サポートセンター
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

病態栄養相談（要予約）
　 7月4日（水）・18日（水）午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

臨床心理士によるこころの相談
　　　　　　　　　　　　（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
　 7月5日（木）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

行政相談
　 第3金曜日　午後1時～3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町総務課　蕁49－8013

人権相談（隔月）
　 8月3日（金）　午前10時～午後3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町住民生活課　蕁49－8000

納税相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 町税務課
　 町税務課　蕁49－8004

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、
老人福祉、母子・父子福祉問題、
その他日常生活のあらゆる問題
　 毎週火曜日　午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

法律相談（隔月・要予約）
　 7月10日（火）午前9時～正午
　 町福祉センター　相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

交通相談
　 毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
　 うたづ安全安心ステーション
　 町住民生活課　蕁49－8000
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と
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と
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と

ころ
と

問

き
と

き
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き
と

ころ
と

問

き
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ころ
と

問

問

子育て

福　祉

その他

問・受付

健　康

7 月 31日（火）
●固定資産税（第 2期）
●国民健康保険税（第１期）
●介護保険料
　（第１期［7月分］）
●後期高齢者医療保険料
　（第１期［7月分］）

今月の納期限

①
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
イ
ベ
ン
ト
広
場…

浜
三
番
丁
24
番
地
1
）
7
／
17
・
31　

②
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
7
／
12
・
27　

③
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
7
／
13
・
30

④
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
7
／
11
・
26　

※

各
場
所
に
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

⑤
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日　

※

正
午
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集

　
７
月
16
日
（
月
・
祝
）
は
、
通

常
通
り
（
月
・
木
地
域
）
可
燃
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
８
時
30

分
ま
で
に
可
燃
ご
み
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

夏
期
の
ご
み
収
集

　
夏
期
（
７
月
・
８
月
）
の
ゴ
ミ

収
集
・
し
尿
汲
取
り
時
間
は
平
常

通
り
午
前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

　
　
町
住
民
生
活
課（

49
ー

８
０
０
０
）

角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ

　
祝
日
の
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ

も
行
っ
て
い
ま
す
。（
受
入
時
間
／

午
後
２
時
〜
４
時
、
有
料
）

　
　
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

４
５
１
１
）

町
内
で
20
年
ぶ
り
に
田
植
式

　
秋
の
新
嘗
祭
で
綾
歌
郡
内
の
各

神
社
に
お
供
え
す
る
献
穀
米
の
田

植
式
が
６
月
17
日
、
田
町
南
の
蛭

子
一
さ
ん
が
所
有
す
る
水
田
で
あ

り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
郡
内
80
余
の
神
社
の

中
か
ら
町
内
の
宇
夫
階
神
社
が
20

年
ぶ
り
に
担
当
神
社
と
な
り
ま
し

た
。
田
植
式
は
、
宇
夫
階
神
社
の

宮
本
守
也
宮
司
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

奉
耕
者
の
蛭
子
さ
ん
夫
妻
や
田
長

を
務
め
た
谷
川
町
長
ら
約
80
人
が

出
席
。
蛭
子
さ
ん
夫
妻
が
奉
耕
し
、

早
乙
女
姿
に
扮
し
た
宇
多
津
中
学

校
女
子
生
徒
10
人
が
、
周
囲
に
笹

を
立
て
て
し
め
縄
を
張
り
巡
ら
し

た
献
穀
田
に
入
り
、
苗
を
丁
寧
に

手
植
え
し
ま
し
た
。

　
献
穀
田
で
は
、
10
月
中
旬
に
稲

を
刈
り
取
る
抜
穂
式
が
あ
り
、
11

月
初
め
ま
で

に
宇
夫
階
神

社
か
ら
郡
内

各
神
社
の
新

嘗
祭
の
た
め

献
納
さ
れ
ま

す
。

問問

に
い
な
め
さ
い

た

お
さ

ぬ
き

ほ 

し
き

広報7月号A4校正  12.6.26 17:13  ページ 25



No.590
広
報
う
た
づ

July.7/2012
〒
769-0292 香

川
県
綾
歌
郡
宇
多
津
町
1881　

 　
（
0877）49-8013   FAX（

0877）49-0662
発
行
　
宇
多
津
町
役
場
　
編
集
　
総
務
課

広報うたづは、町役場1階窓口・町保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターなどにありますので、自由にお取りください。

ごみ・し尿係 49－8000
戸籍・住民票係・年金 49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

福祉・保育所 49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

国民健康保険・長寿医療・介護保険
49－8001

jyumin@town.utazu.kagawa.jp

49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

49－8005

49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

上水 49－8010
下水 49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp

土木・建築・町営住宅 49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8600
seisaku@town.utazu.kagawa.jp

49－8009
sangyo@town.utazu.kagawa.jp

49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

49－8740

人口の動き（6／1現在推計値）●人口　…18,503人（前月比 ＋55人）（男）9,080人（女）9,423人　●世帯数　8,131世帯（前月比 ＋31世帯）

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス
http://www.town.utazu.kagawa.jp

う～みん･ゆ～みんの「うたづ情報ナビ」
携帯電話サイトQRコード

www.u-min-machinavi.com/
kurashi/makeid/

キーワード　u415

子育て証明書の取得コーナー

utazu589001@once.88island.jp
・子育て支援情報
・町からのお知らせ
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

www.u-min-machinavi.com/
●まちナビ
●恋S ナビ
●くらしナビ

トップページ

〈住民生活課〉

〈保健福祉課〉

〈健康増進課〉

〈保健センター〉

〈税務課〉

〈出納室〉

〈教育委員会〉

〈水道課〉

〈建設課〉

〈政策調整室〉

〈産業振興課〉

〈総務課〉

49－8027
kikikanri@town.utazu.kagawa.jp

〈危機管理課〉

〈議会事務局〉

〈地域包括支援センター〉

【材料】（6人分）

【作り方】

暑さが増してくる季節 こまめな水分補給を忘れずに暑さが増してくる季節 こまめな水分補給を忘れずに暑さが増してくる季節 こまめな水分補給を忘れずに暑さが増してくる季節 こまめな水分補給を忘れずに暑さが増してくる季節 こまめな水分補給を忘れずに

プレーンヨーグルト………200ｇ
生クリーム…………………100㏄
砂糖…………………………50ｇ
粉ゼラチン…………………5ｇ
水……………………………大さじ2
ミカン缶……………………12粒

①粉ゼラチンは大さじ２の水に振り入れて、ふやかしておく。
②ヨーグルトをボウルに入れて、半量の砂糖を加え、泡だて器で混ぜる。
③②と別のボウルに生クリームを入れて残りの砂糖を加え、泡だて器で混ぜる。
④②に③を加えて、しっかり混ぜる。
⑤①のゼラチンを電子レンジ（500Ｗ）で20秒くらい加熱して、しっかり溶かし④に加えてよく混ぜ合わせる。
⑥型に流し入れて、冷蔵庫で冷やし固める。
⑦固まったら器に盛り、ミカンをのせる。

※ミカンをお好みの果物に代えたり、ジャムやフルーツソースをのせても、おいしくいただけます。いろい
ろアレンジして、ぜひお試し下さい。

ヨーグルトムース

　日差しが強くなり、気温も高い日が続いています。外出するときはもちろんですが、家の中にいても熱中症の危険性

は高まっています。暑さ対策を十分にととのえ、体温調節の機能をしっかり働かせるためにも、水分をこまめにしっか

り補給しましょう。また、調理をする際は衛生面にも十分注意して食品を扱うようにしましょう。

　暑い時期ですが、毎日の食事をバランスよくとることを心がけ、今月下旬から始まる夏休みも早寝・早起きで成長ホ

ルモンをしっかり分泌させて、強い心と体を作りましょう。

　今月の食材は、ヨーグルトです。カルシウムが豊富で、乳酸菌が含まれ整腸作用があることはよく知られていますが、

最近ではメタボリックシンドロームやストレスとの関係も研究が進んでいます。そのまま手軽に食べられる食品ですが、

スープやカレーなどに隠し味として使ったり、サラダのドレッシングとして他の調味料と一緒に使ったり、フルーツと

和えたり、ケーキやデザートに加えたりと様々な料理に使えます。今回は暑い夏にぴったりのさわやかデザートを紹介

します。材料を混ぜて固めるだけなので簡単に作れます。夏休みにお子さんと一緒に作ってみてはいかがでしょう。
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